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Ｏ
Ｂ
会
総
会
報
告 

 

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
（
金
） 

 

平
塚
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
三
階 

 
 

総
会 

出
席
者
九
十
二
名 

 

司
会
進
行 

岩
田
常
任
幹
事 

 

一
、
鳥
居
会
長
挨
拶 

          

平
塚
で
の
総
会
は
、
平
成
十
五
年

以
来
四
年
ぶ
り
で
す
が
、
多
数
の
会

員
の
ご
出
席
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
総
会
で
会
長

を
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
無
事
一

年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

新
入
会
員
は
予
定
の
三
〇
名
を
上

回
る
四
一
名
を
迎
え
、
会
員
総
数
は

六
二
三
名
に
な
り
、
ご
同
慶
の
至
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
間
、

九
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
Ｏ
Ｂ
会
の
母
体
で
あ
る
三

菱
樹
脂
社
は
好
業
績
を
続
け
て
お
り
、

心
強
く
、
喜
ば
し
い
次
第
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
皆
様
、
す
で
に
ご
承

知
の
と
お
り
、
来
年
四
月
一
日
、
三

菱
樹
脂
を
中
核
に
、
三
菱
化
学
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
、
三
菱
化
学
産

資
、
三
菱
化
学
エ
ム
ケ
ー
ヴ
ィ
の
四

社
が
統
合
し
て
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
全
額
出
資
の
機
能

材
料
新
社
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
幸
い
、
三
菱
樹
脂
の

社
名
は
残
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。 

 
来
年
四
月
以
降
、
三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ

会
を
ど
う
運
営
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
新
社
の
形
態

が
確
定
し
て
か
ら
、
そ
の
対
応
を
皆

様
と
相
談
し
て
決
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
わ
が
Ｏ

Ｂ
会
は
、
楽
し
く
和
気
藹
々
と
活
発

に
活
動
し
て
お
り
、
迅
速
な
連
絡
網
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
等
、

す
ば
ら
し
い
会
で
す
の
で
、
そ
の
伝

統
を
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

な
お
、
平
成
十
二
年
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
以
来
、
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、

そ
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
メ

デ
ィ
ア
リ
ン
グ
社
が
、
三
月
末
に
十

八
年
間
の
役
割
を
終
え
て
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
こ
こ
に
同
社
の
多
大
の
ご

貢
献
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
た
、
原
島
尚
参
さ
ん
に
は
、
十

年
余
の
長
き
に
亘
り
、
Ｏ
Ｂ
会
事
務

局
を
担
当
願
い
、
そ
の
役
割
を
的
確

に
果
た
し
て
い
た
だ
き
、
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
後
任
に
は
、
矢
作
憲
三

さ
ん
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
原
島
さ
ん
に
は
、
引
き
続

き
、
矢
作
さ
ん
へ
の
助
言
な
ら
び
に

Ｏ
Ｂ
会
の
運
営
に
つ
い
て
ご
支
援
願

い
た
く
、
後
刻
、
幹
事
と
し
て
新
任

を
お
計
り
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
総
会
に
あ
た
り
、
三

菱
樹
脂
社
な
ら
び
に
関
係
会
社
各
位

よ
り
、
ご
祝
儀
を
頂
戴
し
た
こ
と
を

ご
報
告
し
、
各
社
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

               

二
、
会
務
報
告 
岩
田
常
任
幹
事 

 

⑴
物
故
会
員
報
告
。
昨
年
度
は
九

名
の
物
故
者
が
お
ら
れ
、
そ
の
御
霊

に
全
員
で
黙
祷
し
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
た
。 

 

⑵
傘
寿
お
祝
い
贈
呈
報
告
。
七
名

の
方
に
お
祝
い
を
贈
呈
し
た
。
総
会

ご
出
席
の
宮
部
義
一
氏
に
全
員
拍
手

を
も
っ
て
お
祝
い
の
意
を
表
し
た
。 

 

⑶
会
員
現
勢
報
告
。
平
成
十
九
年

三
月
末
現
在
会
員
総
数
は
六
二
三
名
、

内
新
入
会
員
四
一
名
。 

 

⑷
平
成
十
八
年
度
Ｏ
Ｂ
会
決
算
報

告
。
平
成
十
八
年
度
定
期
総
会
収
支

決
算
報
告
。
Ｏ
Ｂ
会
基
金
決
算
お
よ

び
予
算
報
告
。
平
成
十
九
年
度
Ｏ
Ｂ

会
予
算
説
明
。 

 

⑸
谷
口
会
計
監
事
か
ら
監
査
報
告
。 

 

⑹
役
員
改
選
の
件
。
富
岡
秀
雄
、

柴
田
清
廣
、
矢
作
憲
三
の
三
氏
が
幹

事
を
退
任
さ
れ
、
代
わ
っ
て
北
村
柾

美
、
磯
田 

智
、
西
澤
芳
朗
、
原
島

尚
参
の
四
氏
が
幹
事
に
就
任
さ
れ
た
。 

 

な
お
、
新
任
の
原
島
さ
ん
に
は
、

長
年
、
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
と
し
て
の
ご

経
験
を
活
か
し
て
、
会
の
運
営
面
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
き
た
く
、

幹
事
枠
を
増
枠
し
て
ご
就
任
い
た
だ

い
た
。 

 

⑺
前
記
の
決
算
、
予
算
、
役
員
改

選
の
諸
議
案
に
つ
い
て
出
席
者
全
員

異
議
無
く
ご
承
認
を
得
た
。 

 

三
、
三
菱
樹
脂
経
営
状
況
説
明 

 

総
会
終
了
後
、
小
林
平
塚
工
場
長

か
ら
、
三
菱
樹
脂
社
の
、
平
成
十
九

年
三
月
期
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

「
連
結
経
常
利
益
一
〇
二
億
円
と
過

去
最
高
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
今
後

の
経
営
重
点
方
針
に
つ
い
て
、
詳
細

な
説
明
が
あ
っ
た
。 

 
 

 

懇
親
会
（
平
塚
工
場 

ク
ラ
ブ
湘
涛
） 

 

出
席
者
百
二
名 

 

司
会
進
行 

加
藤
常
任
幹
事 

開
会
挨
拶 

鳥
居
会
長 

 神
尾
章
社
長
ご
挨
拶 

昨
年
五
月
、
長
浜
で
皆
様
と
お
目

に
か
か
っ
て
以
来
、
早
い
も
の
で
一 

年
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
間
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

          

ま
ず
最
初
に
、
皆
さ
ん
に
お
詫
び

を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
昨
年
十
一
月
に
、
ガ
ス
用
Ｐ

Ｅ
管
、
継
ぎ
手
に
つ
い
て
、
価
格
カ

ル
テ
ル
疑
惑
で
立
入
り
調
査
を
受
け

た
こ
と
で
す
。
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
に
も
大

変
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
今
、
初
心
に
帰
っ
て
、
会

社
の
信
頼
を
取
り
戻
す
べ
く
、
最
善

の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
今
の
三
菱
樹
脂
の
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
林
平
塚
工
場

長
か
ら
詳
細
ご
説
明
し
ま
し
た
と
お

り
で
す
。
お
陰
様
で
、
こ
の
三
月
末

を
以
て
、
中
期
経
営
計
画
＋
５
０
作

戦
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
ほ
ぼ

目
標
と
す
る
数
字
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

財
務
体
質
も
非
常
に
健
全
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
今
は
、
年
間
百
億
円

を
超
え
る
積
極
投
資
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
成
長
戦
略
に
基

づ
い
た
積
極
的
投
資
を
行
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
来
、

六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
設
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
新
研
究
開
発
棟

は
、
こ
の
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

長
浜
に
お
越
し
の
節
は
、
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。 

 

さ
て
、
来
年
四
月
か
ら
、
三
菱
樹

脂
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
参

り
ま
す
。
四
つ
の
会
社
と
、
三
菱
化

お
元
気
で
す
か 

三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
第
十
六
号 
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学
が
や
っ
て
お
り
ま
す
Ｏ
Ｐ
Ｓ
事
業

を
統
合
し
て
、
三
菱
樹
脂
と
い
う
こ

と
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
今
、
四
社
の
社
長
を
中

心
に
、
来
年
四
月
以
降
、
ど
う
い
う

経
営
戦
略
で
、
経
営
の
や
り
方
で
や

っ
て
い
く
べ
き
か
、
組
織
の
問
題
も

然
り
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
具
体
的
な

議
論
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
鳥
居
会

長
も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
ぜ
ひ
、
明

る
く
、
希
望
の
持
て
る
会
社
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
は
、
引
続
き
、
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 乾
杯
・
懇
談 

井
東
政
蔵
氏
の
ご
発
声
で
乾
杯
し
、

懇
談
に
移
っ
た
。 

               

中
締 宮

本
二
四
彦
氏
の
ご
発
声
で
、
三

菱
樹
脂
社
な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
会
の
さ
ら

な
る
発
展
を
祈
っ
て
萬
歳
三
唱
で
お

開
き
と
な
っ
た
。 

 

総
会
懇
親
会
出
席
者
（
百
四
名
） 

（
会
社
）
神
尾
章
社
長
、
吉
田
宏
副

社
長
、
平
盛
秀
正
専
務
、
中
西
英
二

総
務
人
事
部
長
、
小
林
貞
人
平
塚
工

場
長
、
渡
辺
晴
一
平
塚
工
場
総
務
部

長 

 

（
本
部
）
鳥
居
正
義
会
長
、
木
下
英

俊
顧
問
、
高
橋
義
衛
顧
問
、
宮
部
義

一
顧
問
、
菅
澤
武
彦
顧
問
、
青
木
一

男
、
青
山
新
太
郎
、
赤
司
祐
二
、
安

彦
隆
、
安
部
彰
、
安
藤
明
義
、
安
藤

忠
雄
、
井
伊
國
裕
、
石
射
祥
光
、
石

川
治
男
、
石
橋
正
康
、
泉
洋
、
市
村

義
雄
、
井
東
政
蔵
、
岩
田
幸
三
、
大

庭
忠
利
、
大
森
和
男
、
岡
本
邦
雄
、

奥
村
倖
三
、
小
倉
武
司
、
香
川
重
雄
、

鹿
島
静
哉
、
加
藤
欽
一
、
加
藤
進
、

金
内
保
、
亀
田
実
、
木
沢
英
雄
、
木

原
仁
博
、
倉
垣
二
郎
、
黒
田
正
夫
、

後
藤
勤
、
小
林
正
威
、
斉
藤
進
、
坂

井
大
和
、
榮
洋
一
、
坂
本
堅
一
、
櫻

井
章
博
、
佐
藤
昌
二
、
佐
野
弘
毅
、

澤
田
耕
輔
、
塩
澤
敏
行
、
島
本
進
、

下
瀬
英
樹
、
田
中
須
賀
男
、
谷
口
勝

利
、
柘
植
茂
、
辻
輝
彦
、
豊
田
安
鴻
、

永
井
正
義
、
中
川
実
信
、
中
戸
川
敏

雄
、
錦
文
雄
、
野
崎
紋
壽
、
野
中
矩

仁
、
花
田
正
一
郎
、
浜
田
幸
三
、
原

口
尚
武
、
原
島
尚
参
、
原
田
浩
次
、

平
松
久
、
藤
井
正
敬
、
伏
木
正
起
、

部
谷
宣
之
、
堀
河
勲
、
松
内
俊
夫
、

三
廻
部
健
三
、
宮
下
和
久
、
宮
武
正

浩
、
安
田
久
雄
、
山
上
章
三
郎
、
山

田
守
士
、
山
根
邦
章
、
山
本
猛
、
山

谷
章
浩
、
吉
田
宏
彦
、
渡
部
一
蔵
、

渡
邊
良
秋 

（
長
浜
）
磯
田
智
、
梶
道
信
、
北
川

久
男
、
佐
伯
清
忠
、
富
岡
秀
雄
、
中

嶋
清
、
森
川
栄
壽
、
山
本
貞
生 

（
大
阪
）
奥
田
公
具
、
押
切
繁
、
宮

本
二
四
彦
、
山
口
滋 

（
名
古
屋
）
伊
藤
壽
、
合
原
精
一 

（
九
州
）
相
馬
義
一
、
桑
村
倬
正 

 
 

 
 

 
 

 

第
七
回 

Ｏ
Ｂ
会
作
品
展 

 

第
七
回
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
一
展
示
室 

平
成
十
九
年
二
月
十
二
日
～
十
八
日 

 

出
展
者
は
絵
画
・
写
真
な
ど
三
十

名
、
出
展
作
品
は
七
十
四
点
。 

 

写
真
部
門
は
、
青
山
新
太
郎
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
で
、
課
題
作
品
は
額
の

大
き
さ
・
台
紙
の
色
を
揃
え
て
纏
め

て
展
示
、
ま
た
、
各
人
の
作
品
も
額
・

台
紙
も
統
一
感
あ
る
も
の
に
し
て
、

す
っ
き
り
と
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
展

示
方
法
を
と
っ
て
い
た
。 

                 

絵
画
部
門
は
、
こ
の
会
の
創
始 

者
・
平
松
久
さ
ん
は
じ
め
常
連
の
皆

さ
ん
の
ほ
か
、
小
宮
一
彦
さ
ん
が
長

野
県
か
ら
久
し
ぶ
り
に
出
展
さ
れ
、

ま
た
宮
武
正
浩
さ
ん
が
新
規
参
加
さ

れ
ま
し
た
。 

 

金
井
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
画

は
通
常
の
絵
画
と
一
味
違
っ
た
作
品
。

ま
た
、
最
長
老
の
山
田
守
士
さ
ん
の

篆
刻
は
、
友
人
と
の
ゴ
ル
フ
を
読
ん

だ
漢
詩
を
石
に
彫
っ
た
も
の
で
、
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
た
作
品
。 

 

会
員
の
奥
様
の
作
品
も
、
絵
画
の

前
田
幸
子
さ
ん
、
刺
繍
の
奥
マ
サ
子

さ
ん
、
写
真
の
山
崎
公
子
さ
ん
と
、

こ
の
作
品
展
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

来
場
者
は
、
全
体
で
約
六
百
名
と
、

な
か
な
か
の
盛
況
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
展
者
三
十
名 

相
川
武
夫
、
、
奥
宗

治
、
奥
マ
サ
子
、
金
井
ヒ
ロ
子
、
小

宮
一
彦
、
櫻
井
章
博
、
下
瀬
英
樹
、

坪
井
駿
三
、
中
村
俊
一
、
野
中
矩
仁
、

日
高
晃
一
、
平
松
久
、
前
田
幸
子
、

宮
武
正
浩
、
山
田
守
士
、
青
山
新
太

郎
、
安
藤
忠
雄
、
久
保
秀
雄
、
関
守

二
、
鶴
岡
英
雄
、
永
松
啓
至
、
西
林

公
助
、
橋
本
志
真
彦
、
塙
宏
、
廣
江

昭
道
、
柳
澤
知
男
、
山
崎
勲
、
山
崎

公
子
、
山
本
猛
、
吉
井
道
郎
、 

（
以
下
、
文
責
は
す
べ
て
宮
下
和
久
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

歩 

こ 

う 

会 

 

本
部
第
五
十
四
回
歩
こ
う
会 

 

東
京
を
歩
く 

千
住
界
隇
散
策 

 

平
成
十
九
年
四
月
二
十
五
日
（
水
） 

参
加
者
二
十
名 

石
橋
正
康
、
市
村

義
雄
、
岩
田
幸
三
、
加
藤
進
、
木
原

仁
博
、
小
林
正
威
、
佐
藤
勇
、
塩
澤

敏
行
、
下
瀬
英
樹
、
高
橋
義
衛
、
柘

植
茂
、
豊
田
安
鴻
、
鳥
居
正
義
、
根

本
章
、
野
中
矩
仁
、
原
田
浩
次
、
平

松
久
、
松
内
俊
夫
、
山
本
猛
、
山
谷

章
浩 

 

午
後
一
時
、
参
加
者
二
十
名
、
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
南
千
住
駅
改
札
口
に
集
合
。 

 
ま
ず
、
駅
近
く
の
小
塚
原
仕
置
場

（
刑
場
）
跡
に
立
寄
る
。
明
治
初
期

ま
で
に
約
二
十
万
人
が
処
刑
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

続
い
て
「
延
命
寺
」
へ
。
境
内
の

首
切
地
蔵
（
坐
像
）
と
南
無
妙
法
蓮

華
経
の
お
題
目
が
深
く
刻
ま
れ
た
題

目
塔
が
仕
置
場
の
名
残
を
今
に
伝
え

て
い
る
。
次
い
で
、「
小
塚
原
回
向
院
」 

へ
。
入
り
口
に
、
蘭
方
医
杉
田
玄
白

等
が
腑
分
け
を
見
学
し
た｢

観
臓
記

念
碑｣

が
あ
り
、
奥
に
吉
田
松
陰
等
志

士
達
の
墓
碑
が
並
ぶ
。 

                  

さ
ら
に
、
箕
の
輪
の
天
王
さ
ま
と

呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
た
「
素
盞
雄
神

社
」
へ
。
境
内
に
、
著
名
な
「
奥
の

細
道
矢
立
初
の
碑
」
が
あ
っ
て
俳
人

が
多
く
訪
れ
る
。
こ
の
北
に
見
え
る

「
千
住
大
橋
」
は
文
碌
三
年
（
一
五

九
四
年
）
に
架
け
ら
れ
た
隅
田
川
で

は
最
古
の
橋
。
現
在
の
ア
ー
チ
付
の

橋
は
昭
和
二
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た

も
の
。
橋
を
渡
っ
た
北
詰
東
に
も
芭

蕉
旅
立
ち
の
句
碑
が
あ
る
。
そ
こ
は

橋
戸
の
渡
し
。
こ
れ
よ
り
、
広
い
道

（
現
日
光
街
道
）
を
渡
り
、
狭
い
旧

街
道
に
入
る
。 

 

旧
街
道
の
と
ば
口
は
、
旧
「
や
っ
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ち
ゃ
ば
」
（
青
物
市
場
）
跡
。
現
在
は
、

各
戸
毎
に
、
昔
の
屋
号
と
商
標
を
印

し
た
表
札
が
掲
げ
て
あ
り
、
「
や
っ

ち
ゃ
ば
」
の
雰
囲
気
が
漂
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
ら
に
北
上
、
千
住
上
宿
へ
。
こ

こ
に
は
、
本
陣
、
平
旅
籠
に
並
ん
で
、

飯
盛
り
女
（
娼
妓
）
を
抱
え
た
食
売

旅
籠
が
三
十
余
軒
も
軒
を
列
ね
て
い

た
と
言
う
。
将
軍
が
日
光
参
詣
の
折

に
立
寄
っ
た
寺
や
飯
盛
り
女
の
供
養

塔
な
ど
を
巡
り
、
千
住
宿
の
格
式
と

歓
楽
を
偲
ぶ
。 

 

午
後
四
時
半
、
予
定
し
た
全
行
程

を
無
事
終
了
。 

旧
本
陣
辺
り
の
居

酒
屋
で
打
上
げ
。
二
時
間
ほ
ど
歓
談
、

塩
澤
さ
ん
の
中
締
め
で
、
お
開
き
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
支
部
第
二
十
五
回
樹
楽
会 

 
 

二
上
山
ハ
イ
ク 

 

平
成
十
九
年
五
月
二
日
（
水
） 

参
加
者
十
五
名 

岡
本
益
弘
、
奥
田

公
具
、
押
切
繁
、
鈴
木
睦
子
、
内
藤

次
生
、
中
谷
昌
弘
、
中
村
利
之
、
平

井
穣
、
福
井
久
、
松
本
弘
、
松
本
一

子
、
南
博
子
、
山
口
滋
、
山
口
陸
雄
、

吉
田
康
子 

 

集
合
場
所
「
二
上
神
杜
口
駅
」
に

十
五
名
が
集
合
。 

 

ま
ず
、
二
上
山
「
雄
岳
」
（
五
一
七

ｍ
）
を
目
指
し
て
出
発
、
約
一
時
間 

で
頂
上
到
着
。 

山
頂
に
は
古
代
悲

劇
の
死
を
遂
げ
た
大
津
皇
子(

天
武

天
皇
の
第
三
皇
子)

の
御
陵
が
あ
る
。 

 

暫
時
休
憩
後
、
十
分
で
「
雌
岳
」(

四

七
四
ｍ)

に
到
着
後
、
昼
食
。 

 

 

山
頂
か
ら
は
、
大
和
平
野
に
「
畝

傍
山
」
、
「
耳
成
山
」
、
「
天
香
具
山
」

の
大
和
三
山
が
浮
か
ん
で
見
え
る
。 

 

次
の
目
的
は
、
東
へ
降
り
て
「
當

麻
寺
」
。
こ
こ
は
中
将
姫
伝
説
で
有
名

で
あ
り
、
姫
が
蓮
糸
で
織
っ
た
と
伝 

                

え
ら
れ
る
「
綴
織
當
麻
蔓
茶
羅
図
」

は
国
宝
。
ま
た
、
「
東
塔
」
、
「
西
塔
」

の
二
つ
の
三
重
塔
が
あ
り
、
奈
良
末

期
の
ま
ま
の
東
塔
と
西
塔
が
共
に
現

存
す
る
の
は
国
内
唯
一
と
い
う
。 

 

當
麻
寺
は
「
牡
丹
」
で
有
名
。
京

都
知
恩
院
の
「
奥
院
」
の
浄
土
庭
園

に
入
園
し
、
や
や
盛
り
を
過
ぎ
て
い

た
が
、
多
彩
な
牡
丹
の
花
と
、
は
し

り
の
石
楠
花
を
観
賞
し
た
。 

 

全
行
程
終
了
後
は
、
恒
例
に
よ
り
、

阿
倍
野
の
中
華
料
理
屋
で
、
盛
大
に

反
省
会
を
実
施
し
、
散
会
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 本
部
地
区
第
二
十
七
回
ゴ
ル
フ
会 

 

平
成
十
九
年
五
月
八
日
（
火
）
湘
南

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

参
加
者
十
二
名 

高
橋
義
衛
、
坂
本

堅
一
、
菅
澤
武
彦
、
市
村
義
雄
、
久

保
秀
雄
、
篠
島
秀
明
、
亀
田
実
、
牧

原
稔
、
西
野
盛
雄
、
高
橋
健
二
、
小

宮
康
正
、
長
嶺
英
則 

 

最
近
出
場
者
が
減
少
傾
向
で
す
が
、

今
回
も
何
と
か
十
二
名
の
参
加
。 

 

＋
二
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
取

得
し
た
（
八
十
歳
以
上
と
言
う
こ
と
）

高
橋
さ
ん
、
坂
本
さ
ん
も
元
気
に
参

加
さ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
最
後

ま
で
盛
り
上
が
っ
た
大
会
で
し
た
。 

 

成
績
は
、
前
回
二
位
の
小
宮
さ
ん 

が
、
三
つ
の
ニ
ヤ
ピ
ン
を
独
占
し
、

（
グ
ロ
ス
九
十
一
、
ハ
ン
デ
ィ
十
六 

ネ
ッ
ト
七
十
五
）
、
み
ご
と
初
優
勝
。 

＋
二
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
組
の
坂
本

さ
ん
、
高
橋
さ
ん
が
四
位
、
五
位
に

食
い
込
む
大
健
闘
で
し
た
。 

                 
 

 
 

 
 

 
 

長
浜
支
部
第
二
十
八
回
ゴ
ル
フ
会 

 

平
成
十
九
年
五
月
八
日
（
火
）
彦
根

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

参
加
者
二
十
六
名 

笹
原
榮
之
助
、

小
林
一
好
、
柴
田
弥
蔵
、
竹
田
善
祐
、

加
藤
勲
、
藤
田
稔
、
山
田
知
男
、
松

宮
正
之
、
野
田
和
久
、
森
川
栄
壽
、

西
沢
芳
朗
、
村
上
左
門
、
雨
森
作
仁
、

岩
根
信
次
、
中
村
民
夫
、
尾
本
光
弘 

磯
田
智
、
柴
田
清
廣
、
辻
彦
太
郎
、 

              西
田
英
一
郎
、
後
藤
健
二
、
服
部
重

受
、
鈴
木
健
治
、
品
川
泰
之
、
井
沼

稔
、
村
上
孝
司 

 

五
月
晴
れ
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
も
と
二
十
六
名
の
参
加
。 

 

和
気
藹
々
の
う
ち
、
プ
レ
イ
と
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
自
ら
の
ミ

ス
シ
ョ
ッ
ト
を
嘆
き
な
が
ら
終
了
。 

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
戦
の
結
果
、
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
に
も
恵

ま
れ
た
村
上
左
門
氏
が
優
勝
。
準
優

勝
は
本
会
の
最
長
老
で
名
誉
会
長
を

務
め
る
小
林
一
好
氏
、
三
位
に
は
加

藤
勲
氏
が
続
き
、
十
位
ま
で
の
大
部

分
を
七
十
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
勢
が

占
め
る
結
果
と
な
リ
、
ベ
テ
ラ
ン
の

健
在
を
示
す
大
会
と
な
っ
た
。 

終
了
後
、
社
員
会
館
で
総
会
と
懇

親
会
を
開
催
。
話
も
は
ず
み
、
数
名

の
居
残
り
組
を
残
し
、
十
八
時
終
了
。 

 

大
阪
支
部
第
十
一
回
ゴ
ル
フ
会 

 

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
（
金
） 

神
戸
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
倶

楽
部 

参
加
者
十
一
名 

雨
森
作
仁
、
宇
塚

正
、
岡
本
益
弘
、
平
井
穣
、
古
川
千

佳
子
（
現
役
）、
松
野
敏
、
松
本 

弘
、

南
野
彰
弘
、
山
口
滋
、
山
本 

功
、

吉
田
康
子 

 
 

 
 

好
天
な
が
ら
も
強
風
吹
き
荒
れ
る

中
、
和
気
藹
々
の
楽
し
い
プ
レ
イ
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

前
回
優
勝
の
吉
田
康
子
さ
ん
は
、

日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
の
効
果
で
自
己
ベ

ス
ト
グ
ロ
ス
、
一
方
、
今
秋
結
婚
の

決
ま
っ
た
現
役
古
川
千
佳
子
さ
ん
は

大
乱
れ
、
ま
た
、
七
十
歳
超
の
某
氏

は
、
白
杭
か
ら
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
な

る
も
久
々
の
高
ス
コ
ア
、
と
悲
喜
こ

も
ご
も
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

優 

勝 

松
本 

弘 

準
優
勝 

山
口 

滋 

第
三
位 

雨
森
作
仁 

                九
州
支
部
第
二
回
ゴ
ル
フ
会 

 

平
成
十
八
年
十
二
月
十
八
日
（
月
） 

玄
海
ゴ
ル
フ
場 

参
加
者
八
名 

相
馬
義
一
、
桑
村
卓

正
、
入
江
勝
彦
、
原
田
幸
裕
、
甲
斐

国
紘
、
安
部
敏
朗
、
柴
田
弘
視
、
柴

田
壽
一 
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前
回
と
同
じ
玄
海
ゴ
ル
フ
場
で
、

第
二
回
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
。 

前
夜
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
寒
さ
を
も
の
と
も

せ
ず
、
奮
闘
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

優
勝
は
、
実
力
者
の
安
部
敏
朗
さ

ん
で
、
相
馬
支
部
長
は
、
今
回
も
メ

ー
カ
ー
で
し
た
。
次
回
は
頑
張
る
と 

の
こ
と
で
す
が･

･
･

。 

                

テ
ニ
ス
同
好
会 

 本
部
地
区
第
十
三
回
テ
ニ
ス
会 

 

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
（
火
） 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ 

参
加
者
十
七
名 

石
橋
正
康
、
市
村

義
雄
、
川
上
治
夫
、
木
村
芳
朗
、
駒

橋
武
男
、
笹
本
宏
昭
、
篠
島
秀
明
、

菅
原
彦
一
、
高
橋
義
衛
、
塚
田
正
昭
、

土
川
猛
弘
、
鳥
居
正
義
、
牧
原
稔
、

三
浦
修
、
宮
下
和
久
、
安
田
久
雄
、

山
本
彊 

当
日
は
、
朝
か
ら
テ
ニ
ス
日
和
の

好
天
だ
っ
た
が
、
十
一
時
半
頃
か
ら

雨
が
降
り
始
め
、
開
催
時
刻
の
十
二

時
に
は
土
砂
降
り
に
近
い
雨
。
わ
れ

わ
れ
が
借
り
て
い
る
ク
レ
イ
コ
ー
ト

は
使
用
不
可
に
な
っ
た
。 

 

 

急
き
ょ
、
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
二
面
を

確
保
、
十
二
時
半
ご
ろ
に
小
雨
に
な

っ
た
の
を
期
に
、
四
組
の
プ
レ
イ
が

開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
、
再
度

本
降
り
と
な
り
、
プ
レ
イ
不
可
。 

 

                 

一
時
半
す
ぎ
に
は
、
幹
事
の
判
断

で
中
止
を
決
め
、
着
替
え
て
懇
親
会

に
移
る
こ
と
に
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
十
四
時
前
に
、
突
然
、

雨
が
上
が
り
薄
日
も
射
し
て
き
た
。 

 
 

 

塚
田
幹
事
が
メ
ン
バ
ー
の
顔
で
、

再
び
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
を
離
れ
離
れ
で

は
あ
る
が
、
二
面
、
十
五
時
ま
で
借

り
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
乱
打
練
習

も
そ
こ
そ
こ
に
、
プ
レ
イ
開
始
。 

 

待
た
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す

べ
く
、
コ
ー
ト
を
駆
け
回
り
汗
を
か

く
。
十
五
時
に
は
、
何
も
無
か
っ
た

よ
う
に
集
合
写
真
に
納
ま
る
。 

 

そ
の
後
、
早
め
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

食
堂
で
懇
親
会
に
移
り
、
明
る
い
う

ち
に
散
会
と
な
る
。 

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０ 

 

第
十
七
回
撮
影
会 

 

平
成
十
九
年
三
月
二
十
七
日
（
火
）
、

参
加
者
八
名 

青
山
新
太
郎
、
柳
澤

知
男
、
鶴
岡
英
雄
、
関
守
二
、
橋
本

志
真
彦
、
西
林
公
助
、
永
松
啓
至
、

山
崎
勲 

 

桜
を
被
写
体
に
小
石
川
植
物
園
、

六
義
園
に
て
行
っ
た
。 

 

九
時
半
に
小
石
川
植
物
園
正
門
前

に
集
合
。
園
内
に
入
り
撮
影
開
始
。
。 

 

天
候
は
花
曇
り
。
桜
の
開
花
が
当

初
の
予
想
よ
り
や
や
遅
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
後
の
開
花
状
況
も
期
待

し
た
ほ
ど
で
は
な
い
。
染
井
吉
野
は

二
～
三
分
咲
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

入
り
口
付
近
の
山
桜
や
園
内
の
天
城

吉
野
は
満
開
で
、
こ
れ
ら
を
中
心
に

春
の
花
等
を
撮
る
。
十
一
時
過
ぎ
ま

で
撮
影
後
、
正
門
前
に
て
集
合
写
真

を
撮
る
。 

 
 

              

こ
の
後
は
、
し
だ
れ
桜
で
有
名
な
六

義
園
に
向
か
う
。
昼
食
後
、
撮
影
再

開
。
目
当
て
の
し
だ
れ
桜
は
満
開
で
、

結
構
大
勢
の
花
見
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン

が
訪
れ
て
い
る
。
し
だ
れ
桜
の
他
に
、

こ
ぶ
し
の
巨
木
が
美
し
い
白
い
花
を

み
ご
と
に
咲
か
せ
て
い
る
。
各
自
、

園
内
を
散
策
し
な
が
ら
撮
影
ポ
イ
ン

ト
を
探
し
十
四
時
頃
ま
で
撮
影
し
、

撮
影
会
は
終
了
。 

 

そ
の
後
、
駒
込
駅
近
く
の
焼
肉
店

で
懇
親
会
を
開
催
。
十
五
時
三
十
分

過
ぎ
に
お
開
き
。 

  

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
か
ら 

 

▽
会
員
数
（
五
月
三
十
一
日
現
在
） 

全
会
員
数 

六
三
〇
名 

本
部
三
五

六
名 

長
浜
一
八
三
名 

大
阪
三
八

名 

名
古
屋
二
三
名 

九
州
三
〇
名 

 
 

 

▽
訃
報 

青
木
貞
巳
殿 

 

平
成
十
九
年
一
月
十

一
日
逝
去 

斉
藤
多
計
夫
殿
平
成
十
九
年
一
月
二

十
一
日
逝
去 

木
下 

巧 

殿 
 

平
成
十
九
年
三
月
四

日
逝
去 

山
田 

博 

殿 
 

平
成
十
九
年
三
月
三

十
一
日
逝
去 

南 

光
弘 

殿 
 

平
成
十
九
年
四
月
五

日
逝
去 

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

▽
傘
寿
祝
贈
呈 

石
井 

弘 

殿
、
宮
部
義
一
殿
、
山
本

正
治
殿
、
井
上 

漠 

殿
、
長
谷
川
義

男
殿
、
山
本
博
之
殿
、
田
中
幸
雄
殿 

▽
役
員
改
選 

富
岡
秀
雄
氏 

幹
事
退
任 

柴
田
清
廣
氏 

幹
事
退
任 

矢
作
憲
三
氏 

幹
事
退
任 

北
村
柾
美
氏 

幹
事
就
任 

磯
田 

智 

氏 

幹
事
就
任 

西
澤
芳
朗
氏 

幹
事
就
任 

原
島
尚
参
氏 

幹
事
就
任 
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